
地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

金沢市女性活躍推進事業【石川県金沢市】

目的・目標

事業の特徴

【本市をとりまく現状】

○女性の就業率は、全国平均に比べて高いものの、

管理職等の割合が低い

○子育て支援制度が充実しているにもかかわらず、

女性職員の正規化が進まない

①金沢市女性活躍加速化プロジェクト事業
女性活躍推進に取り組む事業所へのアドバイザー派遣、及び金沢市
女性活躍応援ポータルの更新

②働く女性の交流会
働く女性・働きたい女性同士が職種や業種を超えて交流する場を提供

③かなざわ女性活躍推進会議
女性活躍公開講演会の開催

④家事シェアプロジェクト事業
男性の家事育児への参画をテーマとした講演会の開催

女性の能力を生かし、企業及び社会における活躍を推進する

ことを目的とし、職場環境改善やワークライフバランスの効果的

な推進と女性活躍促進の加速化を図る。

・かなざわ女性活躍推進会議（協議会）

（有識者、関係機関６機関と事業所16社）

・石川中央広域圏男女共同参画推進協議会

（金沢市、かほく市、白山市、野々市市、津幡町、内灘町）

①ポータルサイトの運営により、女性活躍の「見える化」を図り、自発的な
女性活躍の好循環を生む。

②女性同士のネットワーク形成・女性ロールモデルの共有を図ること
で女性の就労意欲、昇任意欲の向上を図る

③企業における女性登用を促し、企業競争力の強化が期待される
④男性の家事等への参画により、女性の家事育児への負担が軽減し、
女性の継続就労やキャリアアップへの意欲が向上する

①アドバイザー派遣は終了。女性活躍推進に取り組む事業所を
増やすため、より効果的な新事業を展開する必要あり。

②対面の交流会と異なり、オンラインによる交流会は関係性の
構築が希薄である。ネットワークの形成に工夫が必要。

③参加事業所・関係機関から、より活発な意見や施策への
提言を引き出す工夫が必要

④男性の参加者が少ない。男性へのアプローチに工夫が必要。



事業の概要

１．金沢市女性活躍加速化プロジェクト事業の実施

女性の暮らし方、働き方に関する情報を一元化するホームページ「金沢市女性活躍応援ポータル」を更新し、女性活躍情報の
「見える化」を図り、自発的な女性活躍の好循環を生み出す。

【連載記事】
本市の企業等で活躍する女性を紹介する「かなざわ女性活躍
レポート」vol.１６～１８

http://kanazawa-kirakira-woman.com/

【特集記事①】
家事シェアプロジェクト事業 開催報告

【特集記事②】
働く女性の交流会 開催報告
のホンネトーク＠金沢開催報告

女性安心生活支え合い支援事業j
受託団体の紹介記事
働く女子のホンネトーク＠金沢開



事業の概要

２．働く女性の交流会

職種や業種、世代等を超えて、就労中もしくは就労を希望する女性同士が交流する機会を提供し、働く女性同士のネットワーク
形成やロールモデルの共有を図ることで、職業生活における女性の活躍を推進することを目的に「働く女性の交流会」を開催

〇働く女性の交流会

開催日時 第１回 令和３年10月29日（金）13:30～17:00

第２回 令和３年11月５日（金）13:30～17:00

開催形式 オンライン（Zoom）開催

対 象 石川中央都市圏に在住又は在勤の働く女性

働きたい女性

内 容 働く女性のためのロジカルシンキングセミナー

参加者数 第１回 ３４名

第２回 ２９名

アンケート回答者数 ２３名

満足度（１）内容 よく理解できた、理解できた ９１％
（２）資料 非常に有益、有益 ６１％
（３）講師 非常に良かった、良かった ８７％
（４）時間 適当であった ５７％



事業の概要

２．かなざわ女性活躍推進会議の開催

金沢市内において、女性の職業生活における活躍の推進に関する取り組みが、効果的かつ円滑に実施されるようにするため、産
学官連携のネットワーク組織「かなざわ女性活躍推進会議」を設置する。有識者、関係機関 ６機関と企業16社で構成。
※「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」第23条に基づく「協議会」の位置づけ

○女性活躍公開講演会の開催
誰もが働きやすい職場環境をつくるためのヒントを
男性学から学ぶ

日 時：録画配信 ３月１日（火） 〜３月31日（木）

テーマ：男性も女性も取り残さない

企業価値を高める意識・風土改革のヒント

講 師：田中 俊之氏

大正大学 心理社会学部 准教授

視聴回数：録画配信の視聴回数 151回（3/20現在）

〇かなざわ女性活躍推進会議

第１回会議（書面開催）

日 時：令和３年１０月２０日

内 容：令和３年度の事業説明、アンケートの実施



事業の概要

４．家事シェアプロジェクト事業

女性の活躍を推進するためには、男性の家事・育児・介護・地域活動等への参画が重要である。しかし、恒常的な長時間労働や
固定的性別役割分担意識により、男性の家事等への参画は進んでいないのが現状である。

全国平均と比較して共働き世帯の割合が高い本市において、男性の家事育児等への参画意識を高めることにより、家庭における
女性活躍の土壌の醸成を目的として実施する。

名 称 家事はもっと楽になる
～家族で実践！時短家事テクニック～

開催日時 令和３年６月19日（土）14:30～16:00
※男女共同参画週間にあわせ開催

開催場所 石川県地場産業振興センター
（金沢市鞍月２丁目１番地）

対 象 金沢市在住・在勤の方

講 師 家事えもんこと松橋周太呂 氏
（よしもと家事芸人）

来場者数 ５３名

アンケート
回答者数 ３７名

（女性２０名、男性１１名、男女の記載なし６名）
年 代 ３０代 １１名、４０代 ６名、５０代 １４名

６０代 ４名、７０代以上２名
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